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１．目的及び成果目標 

近年増加する災害への対応として、コロナ禍の影響等から避難形態が多様化する中で、車両避難者

や大雪による滞留車両等へのFM放送用周波数を用いた自治体からの迅速な情報伝達手段の整備が求め

られている。 

本調査検討は、このような状況を踏まえ、災害時に国民に身近で安価なラジオを活用し、自治体から

車両避難者等にきめ細やかな情報提供を可能とするため、V-Low 帯域（95MHz～108MHz）における FM 防

災情報システム（※）に関する技術基準の策定に向けた調査検討を実施し、V-Low 帯域における周波数

の効率的利用に資することを目的とする。 

※防災行政無線の屋外子局等と電気的に接続された複数の FM 送信設備であって、防災行政無線と連動

して動作し、防災行政無線で住民に伝達する情報と同一の内容を同時に伝達するシステム。 

２．試験実施概要 

①FM 防災情報システムの技術的要求条件の検討： 

利用シーン、受信モデル、回線設計、空中線電力、占有周波数帯幅等の検討 

②防災行政無線と FM 送信設備の接続要件の検討： 

 相互干渉、接続条件、物理的条件（設置位置、耐荷重及び電源確保）等の検討 

③同一システム間及び他システムとの周波数共用条件の検討： 

 FM 防災情報システムと FM 放送、航空無線、音声アシスト等との共用条件及び FM 防災情報システム

同士の混信保護比の検討 

④同期放送方式及び必要精度の検討並びに非同期放送方式及び必要精度の検討： 

 放送ネットワーク置局条件の机上検討、フィールド試験による電波伝搬特性の検証 

⑤付加機能の抽出・検討：自動録音、自動繰り返し再生、エリア別送信機能の要件整理 

⑥市販受信機の性能評価試験：受信感度特性、S/N 特性、周波数特性、歪率特性の試験 

⑦電波伝搬状況の長期観測：国外からの異常伝搬の発生状況の調査 

３．得られた成果 

FM 防災情報システムの実現に必要となる送受信諸元、回線設計及び防災行政無線と接続可能なシス

テム構築諸元の案をとりまとめ、FM 防災情報システム同士の混信保護基準案をとりまとめた。また、

FM 防災情報システムに関する技術基準の検討に必要となる電波伝搬特性、運用上必要又は想定される

付加機能の要件及び国外からの異常伝搬の発生状況の調査検討結果を得た。特に、FM 防災情報システ

ムから他システムへの影響については、既存の周波数共用条件を適用することができることを確認す

るとともに、市販受信機の性能評価では、受信機の機器形態による傾向に関する詳細情報を得た。更

に、付加機能（自動録音機能、自動繰り返し再生機能）を実現するための機器試作を行った。 

これらの検討によって得られた成果を基に、令和５年度は、実環境における同期方式の放送ネット

ワーク置局条件、地形条件等を踏まえた FM 防災情報システムに関する技術基準の案をとりまとめる予

定である。 
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